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    こくさいひろば芦屋  共催   こくさいひろば芦屋 共催 
「2016夏休みこども勉強教室」 
７月 31 日(日)～８月４日(木)10:00～15:00 
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夏休みを振り返って

て 

小学生 15 人と中学生等 12 人が、高校生・大学生・

おとなのボランティアにわからないところを教えて

もらいながら、夏休みの宿題をしました。 

最後の日の午後は、みんなでパーティをしました。 

子どもたちもボランティアも、みんなそれぞれ

新しい発見がありました。 

 

わからないところがわかるようにな

った。 勉強はきらいだけど、わかる

ようになったらうれしくて、もっと

完ぺきにしようという気持ちになっ

た。 今度は本当にがんばって、友達

や先生をびっくりさせたい。 

潮見中３年 アリ ヌールジャンナ 

勉強いやだし、部活したいなと

思っていたけど、苦手を克服す

るために行くことにした。１対

１だったので、あせらず集中し

てできたので、とてもよかっ

た。初めて会う色々な人と交流

することができたのもよかっ

た。 潮見中２年 宮井 亜里沙 

子どもたちにとって、私たちの

普通がとても難しく、困難なこ

とだということを実感した。 

    芦屋高３年 田中 芳乃佳 

日本語の難しさ、教えることの

難しさ、そして出身国の文化の

違いによって、会話の中で小さ

なすれ違いが生じることを経

験した。  

関西学院大１回 岡部 亜美 

ボランティア 

さいしょは、知らない人ばかりで、

なかよくなれるか心配だったけど、

いっしょにやっていくうちに楽しく

なった。 新しく来た男の子と、その

おねえちゃんとなかよくなれたので

よかった。潮見小４年 オキーレ 恵 

家でやったら１か月ぐらいない

と終わらない宿題を、５日で終

わったからびっくりした。理由

は、みんながんばってやってい

るから、ぼくもやろうという気

持ちになったから。 

浜風小５年 アディカリ 礼音 

みんな輪になって♪ 

休み時間にカルタをしました 

パーティで 

感想文より 



                       

                        

 

 

 

   

 

 

 

 
 
 
 
 
 

ボランティアのための研修会Ⅰ７月 31 日（日）14 時～15 時半   

                         
     
 

 

     

 

                                                      

 

                   

「高校生グローバル体験キャンプ」in 岩手   

最初のころ、マーケティングの用語の意味が全く

わからず、ついていけるか不安だったが、いろい

ろみんなから教えてもらい、マーケティングの流

れやインターネットでの販売方法など、とても楽

しく学ぶことができた。ホテルでは、新鮮な刺身

(さしみ)があって、とてもおいしかった。また、

露天風呂(ろてんぶろ)にも行き、友達をたくさん

作ることができて、とても楽しかった。このよう

な機会を与えてくださったみなさんに、感謝して

います。    県立芦屋国際中等教育学校５年 

三島 ジェイソン 雷太 

今回、被災地のために直接目に見える形で何か 

ボランティアをできるのではないかと考えてい

た。被災地で奇跡的に残った松の木の周りに植え

る柵(さく)作りに参加したが、短時間で慣れない

作業だったので、想像していた以上に何もできな

かった。ボランティアは、単に人を助けたり、物

を与えたりするということではなく、その地域の

人に寄り添い、長い時間をかけてするものであ

り、決して一人でできるものではないということ

を今回のキャンプで学んだ。 

県立芦屋国際中等教育学校５年 オキーレ 賛 

潮見小学校ランチルームで「外国にルーツを持つ子どもたちに勉強を教

えるために必要なことは何か」について勉強しました。また、初めて漢

字を学習する子どもたちにとって漢字がどんなに難しいかを、初めて見

る外国の文字から想像してみました。高校生・大学生・おとなのボラ

ンティア計 24人が参加。(講師：安田乙世さん「おおさかこども多文化セ

ンター」副理事長、兵庫県国際交流協会登録日本語教師） 

＜10 月 16 日（日）12 時半～14 時 浜風小学校にて、研修会Ⅱを開催＞ 

ボランティア活動として、東日本大震災の

被災地で、地元の商品を英語と日本語でオ

ンライン販売する方法を考えるなどした。

参加者は、この活動に興味があり、英検２

級以上の英会話力がある高校生。こくさい

ひろば芦屋から３人が参加。 

2016 年度第１回  

日本語検定・英語検定合格者 

日本語検定 N２ 三島 ｼﾞｪｲｿﾝ 雷太 

英語検定 

準２級  高橋 歩、ｱｽﾄﾚｲｺ 龍仁 
３級 ﾌｼﾞﾀ ｶﾞﾌﾞﾘｴﾘ ｻｸﾗ、胡子 稜太 
４級 ｺﾞﾙﾊﾞﾁｮﾌ ｾﾙｹﾞｲ 

こくさいひろば芦屋 

１１００周周年年  パパーーテティィ 

１１１１月月２２００日日（（日日））1111::0000  ～～  1155::0000 

母語教室 

８月 17 日（水）～20 日（土） 

キ

ャ

ン

プ

に

参

加

し

て 

 

おおめめででととうう！ 

英語の母語教室が、今年６月から始まりました。先生は、オーストラリア出

身のゲイル ロバートさんです。アシスタントとしてボランティアの大西道子

さんが、わからない時に助けてくれます。９月は９人の小学生が参加しまし

た。英語のレベルはみんな違いますが、ロバートさんが絵カードなどを使っ

て、いろいろ楽しく教えてくれています。 

English 毎月第３日曜日 13:00～14:30 


